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特別損失(減損損失)の計上および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 28年 1月 29日に公表しました「特別損失（減損損失）の計上および通期連結業

績予想の修正、並びに配当予想の修正に関するお知らせ」について、下記のとおり修正すること

としましたので、お知らせいたします。 

 

記 

1． 特別損失（減損損失）の計上について 

平成 28年 3月期第 4四半期連結会計期間において、当社グループが保有する船舶について、

ドライバルク市況の低迷をうけたことにより、将来の回収可能性を検討し、減損損失として約

21 億円の計上を見込んでおりましたが、今般再検討した結果、約 29 億円を計上する予定とな

りました。なお、親会社株主に帰属する当期純利益に与える影響は、約 9億円から約 11億円に

変動しています。 

 

2． 平成 28年 3月期 連結業績予想数値の修正 

(1)通期(平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日) 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

35,500 4,500 4,300         1,200 36.26 

今回修正予想（B） 35,400 4,400 4,200         1,000 30.21 

増減額（B-A） △100 △100 △100 △200     － 

増減率（％）   △0.3% △2.2% △2.3% △16.7% － 

(ご参考)前期実績 

(平成 27年 3月期) 
31,940 2,792 5,601      2,446  73.94 

(2)修正の理由 

上記 1.の修正等により、平成 28年 3月期の通期連結業績予想を修正いたします。 

平成 28年 3月期第 3四半期連結会計期間に計上した減損損失に、上記の減損損失約 29億円を

加え、通期として約 37億円の減損損失の計上を織り込んだ結果、親会社株主に帰属する当期純利

益は、前回発表予想を下回る見込みです。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって大きく異なる場合があります。 

以 上 


